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【背景】近年，熱マネジメントや環境発電の分野において熱の能動的制御が求められている．そ

の実現のためには物質の熱伝導性を自在に操る必要がある．そこで本研究では熱伝導率の時空間

的な制御可能性を有するスピン熱伝導性 La5Ca9Cu24O41に着目している
1)．薄膜をスパッタ法で作

製しＸ線回折及びラマン散乱等で構造を調査した．また，電圧印加によるラマン散乱スペクトル

の変化を観察し，熱伝導率の変化を評価する． 

【実験】高周波マグネトロンスパッタ装置を用いて石英ガラス基板上に La5Ca9Cu24O41薄膜を作製

した（厚さ~1 m）．ターゲットとして固相反応法で作製した La5Ca9Cu24O41結晶を用いた．スパッ

タはアルゴン雰囲気下でおこない，ターゲットと基板間の距離 dを 60，85，または 100 mmとし

た．Ｘ線回折（XRD; θ–2θ法）及びラマン散乱により構造を調査した．  

【結果と考察】Fig. 1に XRDパターンを示す．~22˚におけるブロードなピークはガラス基板に由

来する．~32˚におけるブロードなピークは，La5Ca9Cu24O41 多結晶のパターンとの比較から，

La5Ca9Cu24O41の微結晶または非晶質に起因すると推察される．Fig. 2は as-sputtered及び 700˚Cで

熱処理した d = 85試料のラマン散乱スペクトルである．熱処理後の試料において磁気励起に由来

する 3000 cm
–1バンド（two-magnon ピーク）が観察される．発表では，電圧印加がラマン散乱ス

ペクトル及び熱伝導率に与える影響について報告する． 

 

【参考文献】1) 高橋 良輔ら：第 57回ガラスおよびフォトニクス材料討論会予稿集，B-2 (2016). 

Fig. 1. XRD patterns of the as-sputtered 

La5Ca9Cu24O41 films with d = 60, 85, and 100 mm. 

The datum for polycrystalline La5Ca9Cu24O41 is 

also shown. 

Fig. 2. Raman spectra of the as-sputtered and 

annealed (700˚C) La5Ca9Cu24O41 films with d = 85. 
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